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モノづくり企業の新人・若手エンジニアの知識を見える化できる 

工学研究社と日刊工業新聞社の共催による日本で初めてのエンジニア試験 

『To-Beエンジニア試験』（新人技術者編）（若手技術者編）を開始 

 

製造業向けに技術研修や技術系通信教育を展開している株式会社工学研究社（東京都新宿

区荒木町 23-15、代表取締役社長：河鰭直）は、株式会社日刊工業新聞社 （東京都中央区

日本橋小網町 14-1 代表取締役社長：井水 治博 ）と共催企画した、製造業の新人・若手

技術者向けの『To-Beエンジニア試験』をこのほど本格的に開始いたします。 

 

『To-Beエンジニア試験』は入社試験や新人を対象とした「新人技術者編」と入社 3年目程

度を対象とした「若手技術者編」の二種類が用意されています。 

全体は職業能力開発総合大学校の塩田泰仁教授を中心に製造業の教育部門の協力を得た

企画委員会により企業の技術者に必要な幅広い基礎力を検討して出題が構成されています。 

「新人技術者編」の標準コースでは機械系・電気電子系・情報系、共通技術（オプショ

ンで化学系もあります）からバランスよく 120 問のマークシートの選択式問題が出題され

ます。また「若手技術者編」ではそれぞれの分野を選択して、その分野を深く掘り下げた

問題を企業の側で選んで出題することができます。受験後は個人成績表の他に企業ごとの

結果分析シート、成績一覧表も返却されますので詳細な技術毎の強みと弱みを把握するこ

とができます。 

 

『To-Beエンジニア試験』によってエンジニアの基礎知識を見える化できますので、 

技術系の入社試験の精度をアップしたり、また入社後の効果的な教育計画や教育効果の

測定、配置転換などにも活用できます。また「新人技術者編」では英語または中国語での

問題文も用意していますので、海外での現地採用や技術教育への利用が期待されています。 

 

工学研究社では『To-Beエンジニア試験』によって知識を見える化することで基礎知識の

弱み強みを数値的に把握し、一律の教育ではなく効率的かつ効果的に弱点補強するための

通信教育や研修やＥラーニングなどの教育サービスを提案しています。 

 

＜会社概要＞ 

商号：株式会社工学研究社 

設立：1969年 8月 1日 

所在地：東京都新宿区荒木町 23-15 アケボノ大鉄ビル 



ＴＥＬ：03-5362-5161 

ＦＡＸ：03-5362-5166 

事業内容：企業向け技術者教育（研修・通信教育・技術力試験・Ｅラーニング） 

サービス名：『To-Beエンジニア試験』 

サービス開始：2013年 4月 1日 

ＵＲＬ：http://www.cogaku.co.jp 

 

【報道関係の方からのお問い合わせ先】 

株式会社 工学研究社 企画編集Ｇリーダ 権藤克博 

電話：０３－５３６２－５１６１ ＦＡＸ：０３－５３６２－５１６６ 

e-mail:  gondo@cogaku.co.jp 
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